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を
実
現
す
る
た
め
、
国
内
の
幹
線

ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
早
期
整
備

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
問
題
は
建

設
コ
ス
ト
だ
が
、
公
的
負
担
も
視

野
に
入
れ
、
全
体
最
適
で
分
担
す

る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
有
効
と
い
え
よ

う
。

考
え
る
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

費
用
と
効
果
を
勘
案
し
て
価
格
を

算
出
す
る
の
が
合
理
的
と
い
え

る
。

　

天
然
ガ
ス
に
つ
い
て
は
、

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
の
メ
リ
ッ
ト
を
享

受
し
、
安
定
供
給
と
価
格
低
廉
化

　

福
島
原
発
事
故
以
降
、
相
次
ぐ

原
発
停
止
に
と
も
な
い
、
代
替
と

な
る
火
力
発
電
用
の
天
然
ガ
ス
や

石
油
な
ど
の
燃
料
費
が
４
兆
円
近

く
ま
で
増
大
し
、
経
済
の
阻
害
要

因
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
現
在
、

「
多
様
性
の
確
保
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
見

直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
・
調
達
段

階
で
は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

安
全
性
が
確
保
さ
れ
た
原
発
、
石

炭
・
天
然
ガ
ス
に
よ
る
高
効
率
火

力
発
電
な
ど
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
を
確
保
し
て
い
く
。
同
時
に
よ

　

福
島
原
発
事
故
を
契
機
に
、
燃

料
の
豊
富
な
埋
蔵
、
経
済
性
、
調

達
の
安
定
性
と
い
っ
た
面
か
ら
、

石
炭
火
力
発
電
に
一
層
の
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

石
炭
火
力
発
電
が
ベ
ー
ス
電
源

と
し
て
の
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
く
た
め
に
、
当
社
で
は
高
効

率
発
電
に
関
わ
る
技
術
開
発
、
環

境
負
荷
低
減
装
置
の
普
及
、
そ
し

て
人
材
の
育
成
に
一
層
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

石
炭
火
力
発
電
は
微
粉
炭
に
よ

る
超
々
臨
界
圧
発
電
が
実
用
化

し
、
さ
ら
に
石
炭
ガ
ス
化
複
合
発

　

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
潮
流

は
、「
シ
ェ
ー
ル
革
命
」
を
中
心

　

１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
宗
を
占

め
る
石
油
は
、
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
・

軽
油
・
重
油
な
ど
に
精
製
さ
れ
、

動
力
・
熱
・
発
電
な
ど
多
方
面
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
利
用
さ
れ

る
。

　

こ
れ
は
、
貯
蔵
・
運
搬
が
容
易

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
が
高
い
と
い

う
石
油
の
特
性
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
災
害
に
も
強
く
地
域
供
給
拠

点
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
も
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
利
便
性

が
高
い
。

　

ま
た
、
多
様
な
化
学
製
品
な
ど

の
原
料
と
し
て
、
現
代
生
活
に
最

　

日
本
が
直
面
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
に
関
し
て
、
主
に
電
力
シ
ス

テ
ム
改
革
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
天
然
ガ
ス
に
つ
い
て
、
経

済
学
的
な
立
場
か
ら
申
し
上
げ
た

い
。
ま
ず
、
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革

で
は
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
導
入
に

よ
る
効
率
化
が
期
待
さ
れ
る
。
競

争
の
導
入
・
維
持
に
は
、
電
力
供

　

資
源
小
国
の
日
本
で
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
供
給
サ
イ
ド
と
需
要
サ

イ
ド
で
で
き
る
だ
け
多
様
な
選
択

肢
を
持
ち
、
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を

考
え
る
視
点
が
重
要
で
あ
る
。

　

ま
ず
供
給
サ
イ
ド
で
は
、

シ
ェ
ー
ル
革
命
を
き
っ
か
け
に
、

天
然
ガ
ス
の
可
採
年
数
が
２
３
０

年
と
飛
躍
的
に
延
び
る
と
と
も

に
、
供
給
源
の
多
様
化
も
可
能
と

な
り
、
調
達
コ
ス
ト
も
将
来
的
に

現
在
の
６
～
７
割
程
度
ま
で
下
が

る
と
期
待
さ
れ
る
。

　

一
方
、
安
価
な
天
然
ガ
ス
を
効

率
的
に
利
用
す
る
た
め
に
、
国
内

　

原
発
停
止
に
よ
る
ベ
ー
ス
電
源

減
少
を
補
う
形
で
、
石
炭
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
。
石
炭
火
力
発
電
は
コ
ス
ト
が

安
い
上
に
、
日
本
は
微
粉
炭
火
力

発
電
な
ど
ク
リ
ー
ン
で
高
効
率
、

Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
も
少
な
い
最
先

端
技
術
で
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い

る
。
こ
の
技
術
を
国
内
で
使
い
つ

つ
、
国
策
と
し
て
途
上
国
へ
イ
ン

フ
ラ
輸
出
す
る
こ
と
は
国
際
貢
献

上
も
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

　

中
長
期
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

形
態
と
し
て
は
「
水
素
」
が
有
望

だ
。
技
術
も
成
熟
し
つ
つ
あ
り
大

量
普
及
目
前
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
褐
炭
を
水
素
に
変
換
し

て
調
達
す
る
な
ど
、
海
外
の
余
剰

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
日
本
に
持
ち
込
む

Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
水
素
チ
ェ
ー
ン
の

国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
期
待
が

増
し
て
い
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
に
関
す
る

議
論
で
は
、
規
模
、
時
間
、
空
間
、

　

電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
要
諦

は
、
需
給
に
伴
う
リ
ス
ク
配
分
を

変
え
る
こ
と
に
あ
る
。
総
括
原
価

か
ら
市
場
で
の
料
金
決
定
へ
の
移

行
に
よ
っ
て
、
電
力
量
（
キ
ロ

ワ
ッ
ト
時
）
で
は
需
要
家
の
、
電

力
（
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
で
は
事
業
者

の
リ
ス
ク
が
増
大
す
る
。
電
力
と

い
う
財
は
、
需
要
の
変
動
幅
が
大

き
く
、
貯
蔵
困
難
と
い
う
特
殊
性

が
あ
り
、
通
常
の
商
品
の
よ
う
な

在
庫
調
整
機
能
が
な
い
。
市
場
競

争
が
機
能
す
る
大
前
提
は
十
分
な

供
給
力
が
あ
る
こ
と
で
、
他
国
で

り
安
価
な
燃
料
を
世
界
か
ら
多
角

的
に
調
達
し
て
い
く
。

　

流
通
段
階
で
は
、
電
力
シ
ス
テ

ム
改
革
を
通
じ
、
低
廉
で
安
定
な

供
給
の
確
保
、
電
力
会
社
や
電
源

を
自
由
に
選
べ
る
仕
組
み
の
構
築

に
取
り
組
む
。

　

消
費
段
階
で
は
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
促
進
す
る
た
め
に
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
制
度
の
活
用
や
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー
の
導
入
に
よ
る
電
力

消
費
の
「
見
え
る
化
」
を
進
め
て

い
く
。

　

原
子
力
に
つ
い
て
は
安
全
性
を

確
保
し
た
上
で
利
用
す
る
の
が
基

本
で
あ
り
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
の
処
分
や
廃
炉
な
ど
の
問
題

に
も
真
摯
に
取
り
組
む
。

電
シ
ス
テ
ム
と
い
っ
た
次
世
代
型

技
術
も
実
証
試
験
運
転
に
入
っ
て

い
る
。　

　

ま
た
Ｃ
Ｏ
２
の
回
収
・
貯
留
に

関
し
て
は
国
内
で
の
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
の
調
査
と
並
行
し
て
、
日

豪
官
民
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
「
カ
ラ
イ
ド
酸
素
燃
焼
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
型
石
炭
火
力
発
電
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

高
効
率
で
ク
リ
ー
ン
な
石
炭
火

力
発
電
の
普
及
は
、
日
本
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
と
環
境

負
荷
の
低
減
を
両
立
し
、
世
界
の

持
続
可
能
な
発
展
に
貢
献
す
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。

に
回
り
始
め
て
い
る
。
新
興
国
の

需
要
急
増
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
争
奪
戦

が
激
化
す
る
一
方
、
米
国
は
世
界

最
大
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
産
出
国

も
広
く
利
用
さ
れ
る
重
要
な
化
石

資
源
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

し
て
と
同
様
に
代
替
資
源
は
限
定

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
石
油
の
多
種
多
様
な

利
用
価
値
を
踏
ま
え
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
お
け
る

石
油
の
位
置
付
け
を
あ
ら
た
め
て

明
確
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
同
時
に
、従
来
の
「
電
力
」

「
ガ
ス
」「
石
油
」
と
い
っ
た
業
種

ご
と
の
縦
割
り
構
造
だ
っ
た
日
本

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
を
、
ボ
ー

ダ
ー
レ
ス
化
し
た
総
合
エ
ネ
ル

ギ
ー
企
業
へ
と
転
換
し
、
公
益
の

観
点
か
ら
必
要
な
規
制
は
行
っ
た

上
で
、
民
間
の
自
由
な
競
争
に
委

ね
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

給
の
予
備
力
と
送
配
電
網
の
中
立

性
の
確
保
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の

た
め
供
給
予
備
力
の
市
場
を
創
出

し
た
り
、
電
力
施
設
建
設
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
導
入
す
る
と
い
っ

た
手
だ
て
が
有
効
で
あ
ろ
う
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
量
買

い
取
り
に
関
し
て
は
買
い
取
り
価

格
が
焦
点
だ
が
、
何
が
主
た
る
政

策
目
的
か
が
重
要
だ
。
普
及
と
そ

れ
に
よ
る
技
術
革
新
か
、
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
削
減
の
手
段
と

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
網
整
備
に
加
え
、

輸
入
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
検
討
も
重

要
で
あ
る
。

　

需
要
サ
イ
ド
で
は
、
日
本
は
家

庭
用
燃
料
電
池
や
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン

コ
ー
ジ
ェ
ネ
な
ど
、
分
散
型
発
電

の
分
野
で
世
界
最
先
端
の
技
術
を

持
つ
。
分
散
型
発
電
を
情
報
通
信

技
術
と
組
み
合
わ
せ
る
「
ス
マ
ー

ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
導
入
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が

高
く
、
災
害
に
も
強
い
国
際
競
争

力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
可
能
と

な
る
。
さ
ら
に
こ
の
イ
ン
フ
ラ
を

海
外
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国

内
産
業
の
発
展
と
国
際
貢
献
の
両

面
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

技
術
開
発
を
踏
ま
え
た
総
合
的
視

点
が
不
可
欠
で
あ
る
。
特
定
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
み
に
頼
る
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

調
達
・
技
術
の
両
面
で
最
適
と
な

る
タ
イ
ム
ス
ケ
ー
ル
を
考
慮
し
、

ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
構
築
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

見
ら
れ
た
恣
意
的
な
価
格
つ
り
上

げ
に
も
目
配
り
が
必
要
と
な
る
。

　

発
送
電
分
離
方
式
で
は
運
用
の

効
率
化
が
促
さ
れ
る
一
方
、
垂
直

一
貫
方
式
で
は
運
用
の
柔
軟
性
の

確
保
を
通
じ
て
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時

な
ど
に
迅
速
対
応
で
き
る
長
所
が

存
在
す
る
。
水
平
分
離
と
垂
直
統

合
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
と

デ
メ
リ
ッ
ト
が
混
在
す
る
。

　

市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
十
分
に
機

能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
電
力
需
給

の
見
通
し
や
政
府
介
入
の
副
作
用

に
も
十
分
留
意
し
つ
つ
、
規
制
と

自
由
化
を
上
手
に
バ
ラ
ン
ス
さ
せ

る
工
夫
と
努
力
が
必
須
で
あ
る
。

と
な
る
見
込
み
で
、
輸
入
が
減
る

中
東
地
域
へ
の
関
与
を
弱
め
る
可

能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
こ
う
し

た
中
、
日
本
は
い
か
に
自
力
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
を
達
成
す

る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

日
本
に
と
っ
て
も
、
シ
ェ
ー
ル

ガ
ス
の
登
場
は
、
供
給
源
の
多
様

化
な
ど
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。
日

本
が
輸
入
す
る
天
然
ガ
ス
は
、
原

油
価
格
に
連
動
し
、
米
の
５
倍
、

欧
州
の
５
割
増
と
い
う
高
値
で

買
っ
て
お
り
、
貿
易
収
支
面
で
大

き
な
損
失
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
天
然
ガ
ス
の
調
達
元
を

ア
メ
リ
カ
、
中
東
、
カ
ナ
ダ
、
豪

州
、ロ
シ
ア
と
多
様
化
す
る
中
で
、

日
本
の
み
な
ら
ず
ア
ジ
ア
全
体
の

成
長
を
可
能
に
す
る
新
た
な
価
格

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
を
探
る
べ
き
だ
。

　

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
や
水
素

の
常
温
常
圧
で
の
輸
送
貯
蔵
技
術

な
ど
、
日
本
が
世
界
最
先
端
を
い

く
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
に
も
期
待
し

た
い
。

　

電
力
に
関
し
て
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
の
向
上
が
大
き
な
柱
に

な
っ
て
い
く
。
こ
の
点
、
日
本
は

国
内
で
東
西
の
周
波
数
が
異
な
る

な
ど
系
統
線
網
の
整
備
が
遅
れ
て

お
り
、
電
力
市
場
形
成
を
阻
害
し

て
い
る
。
隣
国
の
韓
国
や
ロ
シ
ア

と
も
接
続
し
て
、
規
模
と
効
率
性

を
備
え
た
本
格
的
な
電
力
市
場
を

形
成
し
て
い
く
大
胆
な
発
想
が
求

め
ら
れ
る
。

　

原
子
力
は
依
然
と
し
て
重
要
な

オ
プ
シ
ョ
ン
だ
が
、
軽
水
炉
一
辺

倒
で
は
な
く
、
次
世
代
の
統
合
型

高
速
炉
な
ど
安
全
性
・
核
不
拡
散

性
・
資
源
効
率
が
高
く
、
廃
棄
物

も
減
容
で
き
る
新
技
術
の
国
際
共

同
開
発
に
、
も
っ
と
積
極
的
に
取

り
組
む
べ
き
だ
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
確
保
の
た

め
に
は
、「
多
様
な
」
調
達
元
や

技
術
に
よ
る
新
た
な
ベ
ス
ト
ミ
ッ

ク
ス
を
構
築
し
つ
つ
、
多
層
的
に

新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の

枠
組
み
を
模
索
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ア
ジ
ア
の

平
和
と
安
定
の
礎
と
す
る
発
想
が

求
め
ら
れ
る
。

　

橘
川
武
郎
氏
が
新
た
に
加
わ

り
、
原
発
の
出
口
戦
略
と
し
て
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
拡
大
と
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
、
火
力
発
電

の
低
コ
ス
ト
・
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
化
な
ど
を
通
じ
た
「
リ
ア
ル
で

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」
な
方
法
論
と
と
も

に
、
現
実
性
・
総
合
性
・
国
際
性
・

地
域
性
を
視
座
に
据
え
る
こ
と
が

提
案
さ
れ
た
。
ま
た
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
、
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
な
ど
度
々
の
変
動
を
乗

り
越
え
た
石
油
産
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
全

般
に
生
か
す
と
の
提
案
も
な
さ
れ

た
。こ
れ
を
起
点
に
制
度
設
計
や
、

原
子
力
、
天
然
ガ
ス
、
石
油
、
石

炭
な
ど
各
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
課

題
に
関
し
て
踏
み
込
ん
だ
意
見
交

換
が
行
わ
れ
、「
多
様
性
」
を
基

軸
と
す
る
新
た
な
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク

ス
構
築
に
向
け
た
議
論
が
深
め
ら

れ
た
。　

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
政
策

面
、
産
業
面
、
技
術
開
発
・
理
論

研
究
面
の
第
一
人
者
が
一
堂
に
会

し
、
多
面
的
に
交
わ
さ
れ
た
議
論

は
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

進
路
を
考
え
る
上
で
、
示
唆
に
富

む
も
の
と
な
っ
た
。

（
講
演
資
料
は
一
橋
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
中
）

　

本
日
の
議
論
を
聞
く
中
で
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
革
命
の
多
く
が
、
産
業

革
命
と
時
期
を
同
じ
く
し
た
歴
史

を
あ
ら
た
め
て
想
起
し
た
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
変
革
に
よ
り
、
新
し
い

　

東
日
本
大
震
災
と
福
島
原
発
事

故
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
重
要

技
術
・
産
業
が
登
場
し
、
時
代
が

開
け
る
。
そ
の
意
味
で
現
在
は
、

ま
さ
に
転
換
期
の
た
だ
中
と
い
え

る
。本
日
の
議
論
が
日
本
の
産
業
・

社
会
が
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
す
る
一

つ
の
契
機
と
し
て
役
立
て
ば
幸
い

で
あ
る
。

性
を
再
認
識
さ
せ
た
。
こ
れ
に
全

学
的
に
取
り
組
む
た
め
、
昨
年
か

ら
、
東
工
大
、
経
産
省
、
産
業
界

の
ご
協
力
を
得
て
「
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
進
め
て
い
る
。
国
内
外
で
大
活

躍
さ
れ
て
い
る
論
客
に
よ
る
議
論

が
、
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
形

成
に
貢
献
す
る
こ
と
を
祈
念
し
て

い
る
。

資源エネルギー政策の
焦点と課題

　一橋大学・経済産業研究所は、６月４日、「資源エネルギー政策の焦点と課題」を開催。日本のエネルギー政策を
リードする論客が一堂に会し、産学官連携と「文理共鳴」の議論から、リスクマネジメントのあり方や新たなベストミ
ックスを含め、今後の政策の課題と展望を探った。

一橋大学・経済産業研究所 政策フォーラム

主催：　　　　一橋大学 / 　　　　　　　 独立行政法人経済産業研究所（RIETI） 協賛：住友電工グループ社会貢献基金一橋大学
　　　環境法政策寄附講座

広
　
　
告

企
画
・
制
作
＝
日
本
経
済
新
聞
社

ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
営
業
局

Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
理
事
長　
　
　

中
島
　
厚
志
氏 

一
橋
大
学
長　
　
　
　
　
　

山
内
　
進
氏

X

閉
会
挨
拶 X

X

開
会
挨
拶 X

X

基
調
講
演 X

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
方
法
論
を
提
起

〈
出
席
者 

〉（
写
真
右
か
ら
）

〈
パ
ネ
リ
ス
ト
〉

一
橋
大
学
教
授

Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ

フ
ェロ
ー橘

川
　
武
郎
氏

大
橋
　
　
弘
氏

岡
崎
　
　
健
氏

山
内
　
弘
隆
氏

田
中
　
伸
男
氏

 

後
藤
　
　
収
氏

中
垣
　
喜
彦
氏

内
田
　
幸
雄
氏

村
木
　
　
茂
氏

〈
モ
デ
レ
ー
タ
ー
〉

一
橋
大
学
特
任
教
授

Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
フ
ェロ
ー

安
藤
　
晴
彦
氏

XパネルディスカッションX

安藤氏（モデレーター） 橘川氏

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の

石
炭
お
よ
び
石
炭
火
力
発
電

シ
ェ
ー
ル
革
命
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
戦
略

今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と

石
油
の
位
置
付
け

電
気
・
ガ
ス
事
業
の
構
造
転
換

新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
と

天
然
ガ
ス
の
高
度
利
用

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略

―
技
術
開
発
と
国
際
展
開
―

電
力
供
給
に
つ
い
て
の

経
済
学
か
ら
の
論
点

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
審
議
官

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
担
当
）

後
藤
　
収
氏

電
源
開
発 

相
談
役

中
垣
　
喜
彦
氏

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関

（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
前
事
務
局
長

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー

経
済
研
究
所
特
別
顧
問

田
中
　
伸
男
氏

Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

取
締
役
副
社
長
執
行
役
員

内
田
　
幸
雄
氏

一
橋
大
学
大
学
院

商
学
研
究
科
教
授

山
内
　
弘
隆
氏

東
京
ガ
ス 

代
表
取
締
役

副
社
長
執
行
役
員

村
木
　
茂
氏

東
京
工
業
大
学
大
学
院

理
工
学
研
究
科
教
授

岡
崎
　
健
氏

Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
フ
ェ

ロ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研

究
科
教
授　

大
橋 

弘
氏

「
多
様
性
の
確
保
」で
再
構
築

高
効
率
と
ク
リ
ー
ン
を
追
求

日
本
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
大
き
い

多
様
な
利
用
形
態
を
生
か
す

競
争
で
き
る
環
境
整
備
必
要

供
給
と
需
要
に
多
様
な
選
択
肢

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
技
術
普
及

規
制
と
自
由
化
の
バ
ラ
ン
ス
を

X

講
　
演X

X

講
　
演X

リ
ア
ル
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
、「
多
様
性
」を
基
軸
と
す
る

新
た
な
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
構
築
を


